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新たな登録史
跡

市長コラム

三
鷹
市
長

備そ
な

え
あ
れ
ば

憂う
れ

い
な
し

7
月
1
日
㈰
に
、
平
成
24
年
度
総
合
水
防
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
自
主
防
災
組
織
、
三
鷹
女
性
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
会
、
東
京
消
防
庁
災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

三
鷹
市
建
設
業
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
皆
様
、

そ
し
て
、
警
視
庁
三
鷹
警
察
署
、
東
京
消
防
庁
三
鷹
消

防
署
、
三
鷹
市
消
防
団
、
都
市
整
備
部
及
び
新
人
を
中

心
と
す
る
三
鷹
市
職
員
、
合
わ
せ
て
約
３
０
０
人
が
、

一
同
に
会
し
て
訓
練
が
で
き
た
こ
と
を
、
水
防
管
理
者

で
あ
り
、
災
害
対
策
本
部
長
で
あ
る
三
鷹
市
長
と
し
て
、

大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。（
写
真
）

さ
て
、
最
近
全
国
的
に
い
わ
ゆ
る「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」と

い
わ
れ
る
集
中
豪
雨
が
増
え
て
い
ま
す
。
三
鷹
市
で
も

平
成
17
年
９
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
の
豪
雨
で
、

市
内
東
部
地
域
に
お
い
て
２
０
０
世
帯
を
超
え
る
床

上
・
床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
、
平
成
18
年
、
19
年

と
連
続
し
て
豪
雨
が
襲
来
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
８
月

26
日
に
は
、
中
原
地
区
で
短
時
間
の
集
中
豪
雨
に
よ
る

浸
水
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

三
鷹
市
で
の
水
害
対
応
は
、
ま
さ
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や

台
風
に
よ
る
都
市
型
水
害
へ
の
対
応
が
中
心
で
す
。
た

と
え
ば
、
急
激
に
雨
が
降
っ
た
際
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
下
水
道
の
雨
水
管
の
整
備
や
合
流
式
下
水
道
改
善

計
画
に
基
づ
く
道
路
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。

訓
練
で
は
、
参
加
者
の
皆
様
に
自
助
の
取
り
組
み
と

し
て
、
日
頃
使
っ
て
い
る
段
ボ
ー
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

中
心
と
し
た「
水
の
う
」づ
く
り
と
そ
れ
ら
を
利
用
し
た

家
屋
で
の
浸
水
予
防
対
策
や「
土
の
う
」づ
く
り
を
経
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
や
職

員
に
よ
る
積
み
土
の
う
工
法
、
建
設
業
協
会
の
皆
様
に

よ
る
土
砂
止
め
工
法
、
消
防
署
・
消
防
団
に
よ
る
救
命

ボ
ー
ト
に
よ
る
救
助
演
習
等
を
行
い
ま
し
た
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
水
防
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
体

験
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の「
備
え
」を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
家
屋
へ
の
浸
水
な
ど
に
よ
る「
憂
い
」を

防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
台
風
襲
来
の
季
節
を
控

え
、
市
民
の
皆
様
、
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
水
害
に
強

い
、
備
え
あ
る
三
鷹
市
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
く
よ

う
、
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三鷹市長メールマガジン
市長のメッセージ、活動記
録、部課長コラム、新着情
報などをお届けします。登
録は、市ホームページまた
は携帯サイトからどうぞ。
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後期高齢者医療制度のお知らせ ……2面

国民健康保険のお知らせ ……………2面

夏休みイベント特集 …………………3面

市からのお知らせ …………………7面から

今号の紙面から

右から小林消防団長、増田消防署長、
清原市長、三村警察署警備課長
（積み上げた土のうの前で）

壮大な歴史絵巻に触れる場所といえば、あなたは何を思い
浮かべますか。各地の有名な城や古戦場、遺跡、それとも貴
重な資料を収蔵した博物館や資料館でしょうか。
しかし意外にも、市内の見慣れた場所に、豊かな歴史の物

語が眠っている事はご存じないかも知れません。その一つが、
安土桃山時代の戦国武将・柴田勝家にまつわる勝淵神社（新
川3丁目）境内の「柴田勝家兜埋納伝承地」です。6月に新たに

市の登録史跡（※）となった歴史スポット
で、知る人ぞ知る中近世の歴史を現在に
伝えています。
また、周辺にもゆかりの深い多くの文

化財が残されており、見所も盛りだくさ
ん。この夏、三鷹で歴史散歩を楽しんで
みませんか。
※市では地域で受け継がれてきた有形・無形の文化
財を指定・登録し、次世代へ引き継ぐ取り組みを進
めています。「柴田勝家兜埋納伝承地」は、初の登録
史跡です。
生涯学習課☎内線3315

島屋敷遺跡の出土品から、柴田勝重ら一門
が使ったと思われる年代の陶磁器類などを公
開します。
7月19日㈭～9月9日㈰午前9時30分～午後

8時（土・日曜日、祝日は午後5時まで。月曜日、
第3水曜日は休み）
三鷹図書館（本館） 期間中会場へ

旧上仙川村・野川村周辺の歴史と文化財をテーマにした講座とウオーキングを開催し
ます。
※エコミュージアムとは、地域の文化や景観を「まるごと博物館」として親しむ取り組みです。
①80人、②30人（①に2回とも参加した人）
①講座＝7月21日㈯、8月5日㈰午前10時～正午、②ウオーキング＝9月29日㈯午前9時

30分～正午
①教育センター、②勝淵神社周辺
①当日会場へ、②8月5日の講座会場で申し込み（いずれも先着制）

三鷹市のエコミュージアムを紹介す
る地図で、各地域の歴史・文化にちなん
だ見どころを掲載しています。同マッ
プは、生涯学習課（教育センター2階）、
緑と公園課（市役所5階）、みたか観光
案内所、芸術文化センターで配布して
います。市内の散策にご活用ください。

三鷹の文化・歴史
をもっとくわしく
知りたい方のために

柴田勝重の知行を縁起とする旧上仙川村の鎮守
水神である弥都波能売神（みずはのめのかみ）を祭

り、地元では「みょうじんさま」の名で親しまれていま
す。創建された年代は古く定かではありませんが、江

戸時代に柴田勝家の孫に
当たる勝重が領主となっ
て以降、上仙川村の鎮守
として人々にあつく信仰
されてきました。今年6
月に、兜塚を含む境内
域が市の登録史跡と
なりました。

◆兜塚（戦国武将・柴田勝家の兜埋納伝承）
この塚がある勝淵神社境内には、織田信長の重臣

であり、信長の死後、豊臣秀吉に敗れてお市の方と共
に自刃した、柴田勝家にまつわる伝承が残っています。
江戸時代、勝重は徳川家康に仕え、慶長20・元和元
（1615）年に現在の島屋敷遺跡一帯（旧上仙川村一帯）
を拝領しました。勝重は新たな領地を治めるに当たり、
家宝であったはずの祖父・勝家の兜を水神の森に祭っ
たとされており、後に境内にあった塚と樫（かし）のご
神木が、兜塚と呼ばれるようになりました。

樫のご神木が残っていた
昭和40年ごろの兜塚

昭和63年に整備された現在の兜塚

「陸上の島」のようであった屋敷跡
この一帯は元々、周囲を水田に囲まれた島状の地形を

しており、島屋敷と呼ばれていました。中世には武蔵七
党の一つである村山党の武士、金子氏の屋敷があったと
伝えられ、江戸時代初頭には柴田勝重が陣屋を構えて居
住していました。平成4年からの発掘調査では、中・近
世の建物跡や墓、近世の庭園跡、大量の陶磁器類などが
発見されています。
※現地で出土品などの見学はできません。

台地に残る中世城館の痕跡
天神山は、16世紀前半頃（戦国時代）に作られたと考

えられる城跡です。蛇行する仙川に沿って三方を川に
囲まれた細長い地形が天然の要害となり、城の守りを
固めるのに適した立地であったと考えられています。
北側に設けた堀と土塁は今も残り、見学することがで
きます。侵攻する敵を側面から攻撃する横矢掛かりと
いわれる仕掛けが特徴的です。

中興の祖・柴田勝重の菩提寺
1600年ごろ創建の寺を、柴田

勝重が先祖の菩提を弔うために改
築し、中興の祖となりました。柴
田家は三代にわたり80年ほどこ
の地を治め、春清寺には勝重をは
じめとする子孫たちの墓と柴田家
の由来を記した石碑があります。
勝重の墓は身分の高い者にのみ許
される宝篋印塔（ほうきょういん
とう）型をしており、荘厳な佇ま
いです。

武家の墓として市内に
唯一残る宝篋印塔型の
勝重墓所

エコミュージアム入門講座「丸池の里周辺の中近世」 行ってみよう！ 三鷹まるごと博物館
勝淵神社と島屋敷遺跡に関する展示会

「みたか遊2マップ」
をご利用ください

「柴田勝家兜埋納伝承地」史跡登録記念の催し

新たな登録史跡　勝淵神社（新川3-20-17）

N

②島屋敷遺跡（新川4・5丁目）

勝淵神社本殿

④春清寺（新川4-4-22）

③天神山遺跡（新川2-5）

●❶

行ってみよう！


